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オンライン データ通信サービス用

CA20形網制御装置
CA20-Network ControiUnit

Nippon Telegraph and Telephone Public Corpo｢ation and Hitachj.Ltd.have

joint!v developed the CA-20 Netwo｢k Conl｢0】Unit ∂S an O｢唱In∂ting and

termin∂ting cont｢olunit†0｢uSe Withils coin11etWOrk whichis necess∂｢y fo｢

COndし+Ctingd∂taCOmmunic∂tion.

This cont｢olunithasilsmajnpa｢tbu‖lin17la｢gesc∂leci｢cu什packagescapable

Of c∂rrVlnglntegrated circuitsand miniaturereはvs.Measuringl,300mminheight.

660mmin v)idth.and 450mmin thickness′ the unit js adjusted to the

environmentalconditionsof5～350ctemperatur白S∂nd45～85%humid托∨.andthis

makes the unjt avaj】able for co-jnslall∂tion w川h smalトsized compute｢s.AIso.bv

ddopting theinterface∂nd controIsequence conformingtotheC.C.】.TT.V24and

V25｢ecor†1mendationsiいsdiffe｢entialed f｢omtheelect｢onjccompute｢s.

This cont｢0=+njt w川be o什ciallv∂doptedbv NipponTeleg｢aphandTelephone

PublicCo｢po｢∂tionfo｢useon岳tscoin netwo｢k.

lI 緒 言

j吐r卜,わが一に=二才jし､ては屯†一汁節機を利用したオンライン

デー一夕池†∴サービスが雌んに行なわれているが,私設【り]線網

を刷川LたものをJ拐ミきすべて日本`.にイ.iノ.=に講公社の特左通仁同

絨しを刷川Lたものであり,土三崎例の利用には絶横的ではある

か,知lけr川の利けJにほ非′さ;i'に不総柄な欠ノ.てくがあり,多くの企

業がオンライン データ池イiさサーービスをこ十画しながらも実現

L子しよなかった†右Hノ+が二二にあった｡

lりこ1は†∴ノ■に.iiI公社はこのような社会的一括条件に対処し,.′ヒ

fl千け細りJこ人,総柄効率化グ)イ足進,帖袖化社会の進展などを阿

る二･とを′けJ′一とし,口ri刊J47年11J+に｢公衆`L主三1(過仁法施行規

則+(7〕イ｢l;を改止L,公衆凹線の利ノ‾口を認めるとともに純情Ij

御装ii√この供糸r‡体制を空別芦…iLた｡二の供給体制ほ日本電イJ電話

ユさ什が小心とち･り,=_‾1ンニ製作所,日本1一己ユ(休士℃会社,沖1電～‾(

‾‾l二丈休ノ(公子Ll･二i-一卜辿株Jじ公社の5什共It刀石汗究により昭和46

で卜かご)進めJJれてきた.､卜J立‾製作所は多回線用綱制御装置を

川.二子1し,lT朋1146年6Jjかノブ検討に右手,いJjF12月に調46号C

純利御装iil■】三を納入し,.言∫じ用.試験を行なったあと仝乍E子化した

CA20形舶制御装ii(壬｢D+を昭和48JF2月に納入L,日下現

+'詩才土子仙洞イモを′ノミ地中である｡

凶 電話回線用網制御装置の‡既要

【㌫講1■■t私と川舶制御装置は,データ端末装置などと組み合わせ

てデータ池イ∴をイ‾+二なう際に他用され,おおむね次の機能を持っ

ている｡表1は相賀貞を,図1は接続系統を示すものである｡

(1)ヲ己イ.恥じ

公衆旭イ∴川線を起動L,ダイヤルイ‾i_言ぢ一を送と11することによ

って川一千端末を呼び糾し,そのんじ答を確認L,通信路を閉結

する｡,

(2)才fイ‾.川､1‡

公衆九帆榊拙から送られてくる呼出イ1言号を検出Lて応答L,

辿†.さ1略を閉糸Ilfする〔)

池川 茂*

樋口寿宏*

西村雅寛*

船越正憲**

岡部公一**

5んよger乱丁丘egαぴα

mざんJん∫γ0〃メg〟ぐんg

ルーαざ¢ん∫γ0Ⅳノ5んJm朋γα

〟αぶα乃OrよF以乃αん0∫んi

∬∂～cムJOたα占e

鹿野春清** sん･"”5PJ〟αγ10

小松礼文*革 八b-rJルmf〟`)椚d′5〟

(3)過イ三終了時

公衆通イ三回線を解放する｡

田 CA20形網制御装置｢+の設計条件

調46号C網制御装置の製造経験を生かし,装置グ)汎用化と

経済化,さらに′ト形化と信栢度の適正化を目標に次の設計条

件とした｡

3.1機種構成および接続対象回線

ダイヤル インパルス回線(以下,DPL叫綿と略す)用と押

しボタン ダイヤル回線(以下,PB回線と略す)用の2機稗

に分け,さらに広範囲のトラヒック条件に対処できるように

発着信トランクを用品化し,2回線単位の増設を可能にした｡

表2は機梓橋成と接続対象回線種別を示すものである｡

3.2 機器構成

3.2.1最大収容回線数

市販の通信制御装置(以下,CCEと略す)の収容回線数が

8～120L口J線程度であり,その大部分は40回線以下に集中し

ていること,今後設置されるシステムの設備回線数は20回線

以下が多いと考えられること,ミニコンピュータなどの小形計

算機と併設可能な大きさの筐(きょう)休に収谷するには20[リ】

線柑伎が適当であることなどから拉大収容回線数を20とした｡

3.2.2 発着信トランクと自動呼出ユニットとの結合方法

すでに実施されている代表的なデータ通信システムの呼量

は回線あたりおよそ次のとおりであり,発信呼量がかなり少

なく担]線対応に自動呼出ユニットを設けるのは特策ではない

との判断から発着信トランクと自動呼出ユニット間を完全群

構成のコネクタで結合する方式とした｡

(1)着信呼呈:0.2～0.6erl

(2)着信呼の平#J保留時間:14～23分

(3)発信呼呈:0.04～0.06erl

(4)発イ■i却乎の平均保留時間:2～12分

*ll小に†∴+lLこ⊥言.1公什 **H‾､フニ製作J叶Ji+家_り‾易
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表l 電話回線用網制御装置の種類 端末側に使用するものが4種矩,センタ側に使用するものがl種

類,端末,センタ側いずれにも使用できるものがl種類用意されている｡

Tablel Kind o†Network ControlUnit

区別 機種 簡 易 形 MM▼l形 MM-2形 MA形 AA形 CA20形

外 観

縦 I70 225 225 225 】20 450

大きさ横 l10 155 】55 】55 270 660

(mm)高さ 88 234 234 234 380 l′300

重 さ(kg) 約 0_7 約 卜6 約 卜5 約l.4 約 9.5 約175

筐体の色 ワームグレー ワームグレー ワームグレー ワームグレー クリーム フ'ル ー

設 置 形 式
卓 上 形

(電話機併置)
卓 上 形 卓 上 形 卓 上 形 壁掛卓上兼用形 自立筐体架

インタフェースの

接プ統器

9ピンコネクタ 9ピンコネクタ 9ピンコネクタ 9ピンコネクタ 9ピンコネクタ

(DEM-9S) (DEM-9S) (DEM-9S) (DEM-9S)

25ピンコネクタ

(DBM-25S-000り

(DEM-9S)

Z5ピンコネクタ

(DBM-25S-000り

消費電力(AC100V) 5VA 4VA 5VA 30VA 350VA

′

ヒl発
信 手 動 手 動 手 動 手 動 自 動 自 動

l着 信 自 動

1収 容 回 線 数 単 独 単 独 単 独 単 独 単 独 最 大 20 ま で

付 加 装 置
イ寸属電話機

オートダイヤル装置

付属電話横

オートダイヤル装置

付属電話樵

オートダイヤル装置

試 験 用 電 話 機

セ ン タ ダウ ン時
】.650Hz/′1201NTの

可聴音

接布売データ端末(自営 テレメール 簡易データ端末 テレメール デーータ端末 データ端末
電子計算ヰ幾

品) (例示) ファクシミリ (50,100,200ポー) ファクシミリ (100,200,l′200ポー) 電子計算機(少数回数)

表2 接続回線の概略仕様 日本電信電話公社のあらゆる電話機公衆通信回線に接続できるようになっ

ている｡

Table2 Gene｢alSpecification of Connected Line

機 種

(略 号)
用 途 ダイヤル信号の送出条件

線 冒各 条 件

直ン充ループ抵抗 絶縁抵抗

CA20形

網制御装置｢D+

(CA20-NCUくD〉〉

DP回線用

平 均 速 度(10/20PPS) 10±0.8/20±l.6 PPS
l.500記以下

(芸芸畠追詰HJ㌔占諾芝下)
40kQlよ上平均メーク率(10/ZOPPS) 33±3/33±3 %

ミニマム ポーズ(10/20PPS) 770/520 ms

CA20形

網制御装置｢P+

(CA20-NCUくP〉)

PB回線用

信号 周 う度数
低 群 697,7了0,852,941Hz二呂:呈呂%

l′500氾以下

(≡£去妄芸芸孟一之冨;C3･)
40k土1以上

高 群 】′209,】′336,l,44了Hz＋呂:呈3%

信 号 レ ベ ル
低 群 -9_5土2.OdBm

高 群 【8.5±2.OdBm

信 一号 歪 減 衰 量 23dBlよ上

信 号 時 間 100ms

ミ ニ マ ム ポ ー ズ 100ms

CA20形

網制御装置用

2回線発着信トランク

(CA20-NCU-2BWT)

回線の

増設用晶

電子計算機変復調装置 AA形鋼制御装置

入出力
装置

付属電話機 簡易形網制御装置

恥
スイッチ

データ端末機器

入出力装置 変複鞠装置

公衆通信回線

CA20形網制御装置｢+

CA20形

網制御装置用

2回線発着信トランク

電子計算機

変復調

装置

注:1.本国は簡易形網制御装

置とのデータ通信例を

示しDTスイッチは付属

電話凍の送受器をのせ

ることによりデータ端
‾ 末磯器倒‖こ切り換わる¢

2点線矢印はデータ通信路
実線矢印は梱制御蒔

区= データ通信システムの構成例 各種の網制御装置を組み合わせることによって目的に合ったシス

テムを作ることができる｡

Fig.1Data Communjcation System
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3.2.3 自動呼出ユニット数

【上寸j助呼出ユニットの平均flミ紹峠榊の内訳は表3にホすょう

になり,DP州税で約41秒,PBLと_り練で約30秒柑度であるこ

とおよぴ3.2.2cr)トラヒック条什かご〕その｢f乙均待で㌻せ時日ij辛

が1/10以下となる.ように2州設けた.二,

表3 自動呼出ユニットの平均保留時間 市外の端末を呼び出す場

合で約30秒(PB回線)あるいは約40秒(D P回線)也､要である｡

Tab】e3 Ave｢age Hold Tjme of Autonlatic Ca仙ng U11it

3.2.4 監視ユニット

次の8J苦i口の監視および試験機能を幅603m皿,高さ250mmc7)

パネル構造にまとめ,推作性を良くする

仲間することも可能にLた｡

(1)発着イ‾こ言トランクの仲川中表示‥…

(2)発着†言トランクの右イi一言表示･･

(3)口重帥中上11ユニ･ソトの他用可】衷ホ…‥

(4)`■_にi原の技入｢ト表示･…‥･･

とともに他の場所で

ランフロ

ランプ

ランプ

フンプ

(5)公衆適イi‾_言回線と過イ一言回路の接続……電けん

(6)j墟イー‾i不能通知制御… 電けん

(7)油訪Id路‥…･･ …乍E話機

(8)停電時グ)着信表示‥… ‥‥‥ベル

3.3 電子計算機などとのインタフェース

C.C.Ⅰ.T.T.(国ド祭屯仁妄1E話諮問委員会)V24およひ■V25勧1キ

の制御丁順をi満址する範桝で必要拉小限のインタフェースを

追加し,本装置と変役諷装置などとの機能分離を可能にした､つ

表4はインタフェース規格を,図2および図3は,制御手順

を示すものである.｡

3.4 経済化および小形化

目標MTBF(平均古帥‡間隔)を満足する範囲で過信工業川

`一塩了∴弧F7-を多数使用L,また大形電子回路パ､ソケージを採用

し電了個路パ･ソケージ和互の布線量を減らすことにより,調

46号C綱制御装置と比較Lて約30%の経済化ならびに約50%

の小形化を図った｡

表4 電子計算機とのインタフェース規格 C,C.1TT.V25の制細手順を満足するインタフェースを

採用Lている｡

Table4lnterface to Computer

種 別 規 格

負 荷 抵 抗

受 信 側

電気的規格

3～7k記

実 効 並 列 容 量

開 放 回 路 電 圧 2V以下

信 号 電 圧 5-､ノ15V

イ言号変化時の過度韻域通過時間 lms以下

信号変化時の最大瞬間速度 30V/〟S以下

短 絡 電 流 0,5A以下

開 放 回 路 電 圧 25V以下

信 号 名 略号
N C U:相手装置

インタフェース

コネクタのビン番号
C.C.卜T.丁,V24回路番号

MODEM

インタフェース

保 安 用 接 地 F G

接 糸売 完 了 D S C

令指続妾繰回 C ML

示表出呼 Cl

地接用信通 S G

C･C･l.T,T.V25の制御手順を満足

するように必要最小限のインタフ

ェースを新たに定めN
C UとMO

D E Mの機能分離をLた｡

他種用安呆 F G ZIZ

CCE

インタフェース

要出 C R Q

･中田川吏 D L O

4

22

2 0 Z

2 0 3

P N D 210

D Sl 14 2 0 6

15 2 0 7

16 2 0 8

D S 8 l了 2 0 9

表号番 D P R 211

完続接 了 D S C 13 2 0 4

棄.文+･刀′び呼 A C L 2 0 5

示表源▲電 Pl 213

地接田川信通 S G 2 01
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発着信呼が衝突Lた場合

卜CE九卜CE九し

｢
D
E
フ
し

｡”

M｡”

イ

ィ

置

卜獅僻し
A射C網

置

卜
鞘
し

[
口
H

･＋人+

M
エ

ス

D
D

ス

注:71J･=復旧保証タイミング=4秒
7や=プレポーズー3秒

ACL

P‡

CRO

DLO

PND

DPR､DS-

DSC

M

謡α

C
C
E
捌
鯛0

応答監視時限にかかった場合
†

-一一
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1

1
れ
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+二1
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r汀肌†市 れ/. l九? n71■
l

十†
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7｢ゥ
1

=
】I

ll lT l JJ
11 l

l tJ ll l
ll

ll

ll

11

11

ll

iJ
l

ll

=
lI

発着信トランク番号 ダイヤル番号2けた目送出 EON 通信終了
1けた目送出 付号送出

l

被呼者応答

rJ〃=ミニマム ポーズ(P臼=ニ100ms,DP=650/450ms)
乃=応答監視タイミング(45秒)

力/二≠､イセル信号の送出時間(PB=100ms.DP二500/250ms)r.〕=全動作時間監視(70秒)

｢
CA20形鋼制御装置

MODEMインタフェ

し

｢
相手装置

し

′
通信可能時

＼/ 驚認芸きデ三呂こ蒜

｡.1秒2琶十小.緑笥を糊
I線路を解放

｢ 圭 一 I 爪.J l
+

-スDSC

ON

1 JJぎ! l20秒+

0十J湖員ER ER

M｡吉ぎこ‡
綬路i

しノ=;f:!ごt通信終了 1=J

･･J= Il

1‾‥ミ 王 ii■‖'lと召≡詣を1､
着信呼出応答

一応答発呼側で切断
着信呼出応答断続した信号 発呼側で切断

信号 信号

注:点線はCCE側の準備が遅れた場合を示す｡

3.5 信頼性と保守性

九4T BFは技術J.!壬唯で1L夕)ノ⊃れているノ州人′.に講の宅1勺設備

にJjけるプ絵′㌻打J乙､ノ左1立んげi規桁rl

卜)をキ収Lて約3.5仙ノJにL/∴-

ご土8jけJ7ル/卜】不'王り空であろうか⊥-〕,99

権化てきることになる.

維i朽化･グ)ために■i仁強化こ仝を舶拙と

×10‾5†fト/帖問/1｢舶東山

舟如勺にイこ装置のイ小川け!r‡‾j

.9%柑比グ)イ⊥吉相性は十分

Lたグ)でイこ様〔か)上靴峠f川

を如く抑える必繋があり,_-i三安代詩誌グ)フ､ラブ イ ン化およぴ

ユニ,ソト化を川った.-.

3.6 環境条件

･1粒■Jり苛1主に.i貨こi√トニき,かつミニコンピュータかJJ人形コ

ンヒュー一夕にうミるあい･♪るコンビ_1-一夕との併.没を叶能にす

るためにJIS別格で1ヒめノ)れてし､るノバ乞'fエ.し(5～350c)､′J[;J比

(45～85%)と Lた｢_.

3.7 電 源

r-1引勺で入丁二不抜な｢摘川うーに1収税倍(AClOOV,50/60Hz

±1%,中イこ【Ⅰ)と【ノた⊂)

3.8 耐;要対策

わがr_l_ミ1は世界イf数の地主た出であり,装置についてはかつて

グ)旧り‡大地詳言柑性グ)強さの地雷ミ(云ミJ別モ苧6)に耐える必安が

ある._〕本装置壬の並立は約175kgであり,2主性階5程度の強震に

対Lてはこれに耐え虹倒することはないか,宗J封胡6の烈震

帖にはf多刺もLくは虹倒することも考えられるので,装置附

加に低山ゴムばリブ)袖肋枇を付ける工法を托用L,装置のス
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区12 発信時の制御手順

約30秒で制御が終了する｡

Fjg.2 ControISequence of

O｢igirlatlrlg Call

図3 着信時の制御手j憤

通信可能時で約】秒,通信不

能時ではメッセージの送出を

含めて約20秒で制御が終了す

る｡

Fig･3 Cont｢oISequence

Of Te｢m山ating Call

タンスを広げると何時にJ末との摩擦力を高め,かつ振動を吸

収させるょうにL水平加速度0.75ダ程度までの他宗に耐えう

るよ う にした√J

3.9 装 機

3.9.1 筐 体

巨引本はIJi務宅に設置されることを考慮し,‾--‾ii二跨機器と併設

しても興和悠グ)ない人きさ(高さ1,300mm,660m血,厚さ450

mm),色彩(ブルー系,マンセル言亡弓一9B4.7/2.7)とした｡筐

体_1‾口帥ま仙ミ守のために開く機会が多いので什開きのドアに,

虫‾[軌まほとんど開く粍会かないのでねじ止め式ドアとした｡

3.9.2 電子回路パッケージ

き望造+二程に無理がかからない範囲で人形化するとともに適

当な補強を行なうことにより継電器などの重量物を搭(とう)

裁可能にL,必要回路のほとんどを17校の電子回路パッケー

ジに収容することにした｡

田 装置の構成および機能

本装置は図4に示すD6形取付板23枚の実装スペースにイ

ンタフェ【ス コネクタ,電源ユニット,線路終端用端子板,

トランクリンク コネクタ,電子回路パッケージ シェルフ

および電子回路パッケージならびに監視試験ユニットなどの

機器がすべて実装されている｡本装置は,図6に示す8種類

の機能ブロックに人別される｡
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さ′至芸■･倒与㌧置

､二′､凄

図4(a)CA20形網制御装置｢D+

(正面) 小形電子計算機などと併

設可能な大きさになっている｡

(l,300×660×450mm) (a)

Fig.4(a)CA20-Network

ControlUnit``D”(Frorlt)

(b) CA20形網制御装置｢D+

(正面ドアなL) 電子回路パッケ

ージは実装密度をあげるためにl枚おき

に上下逆に実装されている｡

(b) CA20-Network CorltrOl

U川t"D”(Open Door)

図5(a) CA20形網制御装置用

2回線発信トランク 2回線分

の部品が実装されている｡

(225mmX220mm)

Fig･5(a)CA20-Network (a)

Cont｢olUni卜2Both Way T｢urlk

(b) 自動呼出回路部用電子回路

パッケージ ｢D+形およぴ｢P+

形のいずれにも使用可能なプリント配

線が行なわれている｡

(ZZ5mmX220mm)

(b)Circ山t Package for

Automatic Ca川ng Urlit

4.1 CA20形2回線発着信トランク

CA20形2同線発着仁iトランク(以下,泥岩仁子トランクと

略す)は図5(a)に示すようにjl′二三淫休脹柿【1-Jl路,トランジスタ

小形棚㌣i一に器およぴPD-3丁削+線保.雀田品などを実装Lた1

校の′,‾に十【叶路パ､ソケージにより構成きれ,H勅呼汁iユニット

に接続されていた過イ‾.言線を変復朋器側に切枚止り維を仙汀､fする

機能,担1線を′.-E乞こ的に保.穫する機能,担l拙かJ〕送ご〕れてくる

呼=イi言り∧を検J11Lて磐福調装置に通知する綴能および旭†.一言‾十こ

能暗に満㍍lけに-･1主暗I批む答L過イこi不能を越知する機能をヰニ与

っている｡

4.2 自動呼出回路部

ヰこ回路部は,図5(b)にホす発弟†.‡トランクと｢村一一寸法の3

杖の一【=に十1那各パッケージで構成され,過イf珊J卸業置の制御に

従ってトランクリンク コネクタ部を起劫L,党別.汁ラン

クを捕捉(そく)する機取 回線を起動しダイヤルイJぢ一を送出

L和一装置のJ心答を確認する機能をすト〕ている｡

4.3 トランクリンク コネクタ部

本コネクタ船ま,図4(b)に示すように小形継電器構成の,

2:20(7)完全群構成のりンクであり,日勤呼出山路部の制御

によって動作する｡

4.4 監視試験回路部

本【r州各部は,図4(b)にホすように屯舐機,ランプ,1Eけん

などから構成され,回線グ)着イ‾.-i表示,ヲ巨岩†iiトランクおよび

‖刺呼出1ロ川各部の使用中表示および山】線をノ.1工話機に引き込む

(b)

電源投入状態ならひに障害表示用ラン7

1_

(b)

監視読琶奏ユニット

保守用+KL板

電子回路バツケーシ シエルフ

トランクリンク コネクタ

線路終端用端子板

電源ユニット

インタフェース コネクタ

…≠茅′彰:…も′蒜;ミ顔

野瓢ト ′J押･

拷も晶;野細ン轡
諺賂ノぶ磯′掬′ぎ′準.淋㈹磯

機能を持って才;り,本｢耶各部と他山路部とはコネクタに上ノJ

て接続されるリ

4.5 通信不能通知回路

本｢lj川各は､図5(a)に示す発弟ナ.言トランクとトJ一寸法の1柁

の1‾に一丁山川各バッケーーーゾと通イ‾朋各切抱川グ)′ト形糾うE持…さとかノノ偶

成され,乙与ごこ礼式腺レ!川各譜】ニからの制御指示に.より旭イ.子舶ミを本い_り

i格にり】き込ふ,発着ナ.;トランクに1,650Hzを120川/分グ‾)何期

で断続Lた叫一聴イi言ぢ･を供約する機能および`l一にけん拙作によっ

てケト糀♂〕油イ.言不能地力1装道を本Lし1川各部に1Jlき込む機能を†トJ

ている｡

4.6 回線切換回路部

代表Id線を収容した場†ナ,一枝使先川副!ンニの【‖ほ泉に対応するヲ己

右イ‾i言トランクが1牧l韓すると本装置への着イiさが不1丁能とち･るお

それがあるので,0番l叶線と他の作意の1｢リj線をノ.一にけん拙作

によって州カニに切り換える機能を持っている｡

4.7 電源回路部

本[巨プ+路部は,図4(b)に示すように栢形をLており,1上′iに†_1三変

圧昔三さを仲川した1二は口三安立化阿路によりAClOOVを′乏′上-左し,内

流＋5V,±12V,＋24Vをりリノするし)他｢[1川各批との接続はJ仁

清端十ねじ止め方JじとL,古城に交枚できるようにした_+

4.8 電源制御回路部

本｢那各部は,`こ･註源出川各部のON/OFFを本業岩引内で,ある

いは外部に設けJ)れた装置から遠脂制御できるようにするた

めの回路部であり,制御J口のスイッチ粕は保工手川JKL枇に
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通信不能･

通知回路部

線し
回衆l公

N19
N心19

No18 (No18No19 ⊥チcd
Nrllとi

lN｡｡変復調装置

No2(通信線)
Nol

回路)l
少

l

l

No.3
1

No_〔)

N()19

No3変復調装置

No･2
N2N3ロ

ーーー シちd
No･1!!〈

l
シたd

lLt..●

し----○ 岩喜_写(MODEM

N｡｡インタ
フェース

通信制御装置へ

C

q
/

l一く

脚召回柑

11
Cd

自動呼出
02190219
X-米一一-X

使用中表示着信表示

10

00

†1 回路部
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†

電芸品㌫F電源回路部
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制御装置

実装されている｡

4.9 動作概要

4.9.1 発信動作

(1)通信制御装置は自動呼出【ロ柑各部に′i.E据が供給されている

ことと,空(あ)きであることを確認し本L〔!柑各部を起動する｡

(2)日動呼出回路部は適イ‡淵J御装帯に発着イLさトランク番号を

要求し,二れを受け取り,トランクリンク コネクタを動作

させて発着イ言トランクと自動呼｢fl【d路糀を結f㌻する｡

(3)自動呼出回路部は凹線の復旧保証のために4秒のタイ ミ

ングを取る｡二の4秒間に本凹路部は発着侶トランクの空き

話し中と他の自動呼出回路からのr祁寺捕捉の有無を監視し,

喜活し中もしくは同時捕捉を検出した場介は呼びを放棄するよ

う通信制才卸装置に通知する｡

(4)自動呼出回路部は回線を起動するとともに交換機の動作

準傾が完了するまでの保証のために3秒のタイ ミング(プレ

ポーズ)を取る｡

(5)自動呼巾回路部は過仁制御装置にダイヤル番号を1けた

ずつ要求し,ニれをダイヤル信号に変模して線路に送る〔)過

信制御装置はダイヤル番号の送H-1をすべて終了した場でナ,ダ

イヤル番号a送出終了を示す符弓-をダイヤル番号の代わりに

送出する｡自動呼出回路は,二の符号を′乏イ吉するとダイヤル

イう二言号の送出を停止し,柏手加入者の応答監視を行なう｡

(6)自動呼出回路部は,朴手加入者が応答するとこのことを

変復調装置に通知する｡変復調装置ほ過イ言叫能な.状態にある

と発着信トランクに過†言線を変復調装置側にセJリ換えるよう

指示する｡通イ言線の切枚えが終了し通信‾叶能なこ状態になると,

自動呼出回路部は通信制御装置に和子加入者が応答したこと

を通知する｡一方,通信制御装置は呼出【叫路部に出していた

起動信号を断ち自動呼出回路部を得旧させる｡

(7)通信制御装置は,データ通信の終了時に変復調装置に出

していた通信可能二状態であることを表示するためのイ三号を断

4S

注:○ 印=端子板

<ト[口=コネクタ

図6 CA20形網制御装置｢D+

ブロックダイヤクうム

8種莱頁の回路7-'ロックのほとんど

が電子声]路パッケージに収納され

ている()

Fig.6 CA20-Netwo｢kCont｢ol

Unitl`D”BlockDiagram

ち,変復調装置と発着イL言トランクおよぴ｢切線を役l日させるしつ

4.9.2 着信動作

(1)着信によって1秒ON,2秒OFFc乃呼Jl_‖しデーリ･が送J〕れ

てくる.と,発着イ言トランクはこれに応勤し変子k調装帯にこの

ことを過卸するr〕

(2)変役調装置は通イi一言可能な状態にあると発話イ,言トランクに

指示し,通仁摘とを変相調装置側に切り抱えさせ適イニ言二状態に人る(,

(3)適イ三_‡御J御装置は,デpタ過信の終了時に変役調装‾置に出

していた通イ言■叶能状態であることを表示するための仁号を断

ち,ノ変復調装置と発着イ‾i_享トランクおよび担1線を子巨旧させる｡

4.9.3 通イ言不能通知動作

(1)監視回路部から通イ言不能通知凶路汚じに制御指示が出され

ていると,発着信トランクと変復調装置間の通イ‾i言線は断たれ,

ヲ己着仁‡トランク側の通イ言線が通信不能通知回路部に接続され

ている｡

(2)満イ言によって1秒ON,2秒OFFc7)呼出イ‾さ‡号が送られ

てくると発眉イiてトランクはこれに応答L,およそ20秒間適イ.i

線を過イ言イこ能通知回路部に接続し通イ∴不能通知書を遠山した

あと,lLj】維を解放する｡

切 結 言

以上,CA20形綱制御装置｢D+の概要について述べたが,

センタに設置する汎用の綱制御装置を実用化するという目的

は達成された｡本装置には電磁部品と電了一部品をi娃裁可能な

大形の‡E子[旦!柑各パッケージならびに通信工業用の部品が大竜

に使用されており,装置の経7月化と小形化に寄与してし､る｡

本装置の実用化にあたり,ご指導を賜わった日本`左仁電話

公社托術†占の関係各位に対しJ宇く感謝の意を表する｡
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